


■　専門学校広島アートファッションアカデミー（建築物・工作物部門）

●所在地／中区上八丁堀7－15　●施主／学校法人文化学園　●設計者／⑭沖本初建築設計事務所　●施工者／五洋建設⑭　●概要／専修学校、鉄骨鉄筋コンクリート造、
一部鉄骨造、地上6階、塔屋、建築面積262.72 ┃、 延床面積1,399.15 ┃　●完成時期／平成 10年9月　●選考理由／すっきりとまとめられた建物のデザインと屋
外階段のリズミカルな動きにより、街並みに軽快さを与えている。通りから学生の活動風景をかいま見ることができ、情報発信を含め学校という施設の地域の中でのあり方
が提案されている。



■　CUBE  HOUSE（建築物・工作物部門）

●所在地／西区大芝二丁目10－24　●施主／永松一代　●設計者／遠藤建築スタジオ　遠藤吉生　●施工者／正田建設⑭　●概要／集合住宅、鉄筋コンクリート造、地
上2階、建築面積89.75┃、 延床面積165.36┃　●完成時期／平成 12年2月　●選考理由／建物のディテールの繊細さや表情のある屋外階段、樹木の配置、枕木敷
きの前庭など、洗練されたデザインでまとめられている。限られた敷地を感じさせないゆったりとした空間が創出されており、街並みへの配慮が感じられる。



■　ブリーズコート中野（建築物・工作物部門）

●所在地／安佐南区祇園三丁目17－14　●施主／中野ハル子、中野カナエ　●企画／⑭エーケーアイオフィス　中野彰則　●プロデュース／⑭オオサコプランニング　
大迫あつ子　●設計者／宮森洋一郎建築設計室　宮森洋一郎　●施工者／松本建設⑭　●概要／集合住宅、鉄筋コンクリート造、地上3階、建築面積282.01┃、 延床面
積739.50┃　●完成時期／平成 12年3月　●選考理由／単純な箱型になりがちな集合住宅を、豊かな表現力により、変化のあるデザインでまとめている。巧みな配置
やすりガラスの使用などによって、開放性と閉鎖性の両方を実現しており、住人同士の関係、地域と住人の関係など集合住宅の可能性を広げている。



■　平和大通り電気ビル（緑化部門）

●所在地／中区小網町6－12　●施主／中国企業⑭、⑭中電工　●設計
者／中電技術コンサルタント⑭　●施工者／鹿島建設⑭広島支店、中国企
業⑭緑化部　●概要／平和大通り電気ビルの公開空地、植栽面積200┃、
植栽樹種モミジバフウ、バラ、ソメイヨシノ等　●完成時期／平成8年2
月　●選考理由／総合設計制度による公開空地を利用して、緑豊かな平和
大通りに、通り抜けできる快適な緑化空間を提供している。ツタによる壁
面緑化やバラのアーチなど、一年をとおして季節を感じることができる心
地よい散歩道として、地域の人々やビルの利用者などに親しまれている。



■　広島MIDビル（街並み部門）

●所在地／中区紙屋町一丁目1－17　●施主／松下興産⑭　●設計者／
出江建築事務所⑭　●施工者／松下ファシリティマネジメント⑭　●概要
／広島MIDビルの公開空地　●完成時期／平成12年6月　●選考理由
／総合設計制度による公開空地を利用し、遊び心のあるアートと緑と水を
うまく配置した都心にふさわしいモダンな空間となっている。開放性のあ
る街中のポケット空間の先駆的存在として人々の溜まり場のひとつとなる
ことを期待する。



■　グリーンムーバー（サイン・アート部門）

●走行区間／広島電鉄⑭宮島線　●施主／広島電鉄⑭　●設計・製造／シーメンス⑭、アルナ工機⑭　●デザイン／⑭デザイン総研広島　●概要／普通鉄道旅客車、5車
体3台車超低床車両、長さ30.52│、 幅2.45│、 高さ3.645│　●完成時期／平成 11年6月　●選考理由／緑色の落ち着いた色合いのシックなデザインの車両が街
を走ることにより、広島の新しい風景を創り出している。これらの路面電車は、もっとも市民になじみのある公共交通機関のひとつであり、今後も動くアートとして広く
街並みへの清涼剤の役割を果たしてくれることを期待する。



■　可部カラスの会（まちづくり活動部門）

●活動地域／安佐北区可部地区　●活動団体名／まちづくり市民グループ「可部カラスの会」　●代表者／代表　友廣大造　●活動内容／可部のまちが大好きで、可部のま
ちをもっともっとすばらしいものにしていきたいと各種の活動を行っている。環境部門：根の谷川クリーンキャンペーン、チェックウォーキング＆芋煮会。文化部門：な
つかしい可部の写真展・映写会、「残してほしい可部」写真展、可部のまち案内、郷土資料館開設運動、小中学校歴史・郷土学習出前塾。まちづくり部門：トイレは小さな
美術館、可部のマンホールプラン、寺山公園10年間ワークショップ。　●活動開始時期／平成8年　●選考理由／様々な角度から次々にまちづくりの企画が出され、子
どもからお年寄りまで楽しんで参加できる活動が行われている。地域住民の手によってまちが再発見され、さらにその魅力が高められている。



■　千田わっしょい祭（まちづくり活動部門）

●活動地域／東千田公園（中区東千田町一丁目）　●活動団体名／千田わっしょい祭実行委員会　●代表者／事務局長　山根進　●活動内容／広島大学移転に伴い、意気消
沈してしまった千田の町に「活気を取り戻そう！」と広島大学の夜間の学生が中心となって立ち上がった。「千田祭」という大学祭から、「千田わっしょい祭」という市民
の祭へと継続拡大し、毎月一回開催している。緑陰コンサートや県内一の規模のフリーマーケットなど、毎回2万人以上の人が集まる。　●活動開始時期／平成5年11
月　●選考理由／フリーマーケットやコンサートなど誰でも参加しやすいイベントとして、定着してきており、若者を中心に世代を超えた人々の交流の場となっている。多
くの人が集い楽しむ様子は、空洞化しつつある都心の風景ににぎわいをもたらしている。






